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３月の意向
【
福
音
宣
教
】
迫
害
さ
れ
て
い
る

　
　
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
へ
の
支
援

　

【
日
本
の
教
会
】
原
発
事
故
の
記
憶
を
保
つ

教
皇
様
の
意
向
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う

　
四
旬
節
に
は
私
達
の
捧
げ
も

の
で
あ
る
「
祈
り
・
犠
牲
・
愛

徳
」
を
大
事
に
考
え
る
。
こ
れ

は
、
や
が
て
や
っ
て
く
る
「
主
の

復
活
」
に
向
け
て
の
も
の
で
あ

る
。
イ
エ
ス
様
は
洗
礼
を
受
け
た

後
40
日
間
、「
試
練
」
の
中
に
あ
っ

た
。
人
類
の
救
い
を
御
父
と
共
に

考
え
、
試
練
に
耐
え
な
が
ら
過
ご

し
て
い
か
れ
た
。
そ
し
て
、
救
い

の
福
音
を
３
年
に
わ
た
っ
て
伝
え

て
い
か
れ
た
。
つ
い
に
は
、
十
字

架
の
刑
に
あ
っ
て
、
預
言
さ
れ
て

い
た
救
い
を
成
就
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、イ
エ
ス
様
の
「
復
活
」
で
あ
っ

た
。
こ
の
栄
光
の
復
活
の
喜
び
に

与
る
た
め
に
、
私
達
も
「
祈
り
・

犠
牲
・
愛
徳
」
を
捧
げ
て
い
く
の

で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
何
事

も
成
功
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か

の
犠
牲
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

努
力
も
必
要
に
な
る
。
祈
り
も
大

切
。
イ
エ
ス
様
は
人
類
を
救
う
た

め
に
こ
の
よ
う
な
必
要
な
す
べ
て

を
果
た
し
て
い
か
れ
た
。
ご
自
分

の
「
神
で
あ
る
と
い
う
身
分
」
も

か
な
ぐ
り
捨
て
て
ま
で
（
…
こ
の

こ
と
が
一
番
の
犠
牲
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
）。
そ
れ
に
応

え
て
、
父
な
る
神
様
は
イ
エ
ス
様

を
復
活
の
栄
光
へ
と
上
げ
て
く
だ

さ
り
、
キ
リ
ス
ト
（
救
い
主
）
の

称
号
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

あ
る
。
最
低
の
死
の
暗
闇
（
悪
の

世
界
）
か
ら
最
高
の
復
活
の
世

界
（
神
の
世
界
）
へ
移
行
さ
れ
た

イ
エ
ス
様
は
、
私
達
に
も
「
死
ん

で
復
活
す
る
こ
と
」
を
望
ん
で
お

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
の
道
も
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
。
必
要
な
手
段
も

恵
み
も
与
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
。
私
達
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考

え
な
が
ら
、
私
達
に
で
き
る
こ
と

を
し
な
が
ら
、
主
の
復
活
の
喜
び

に
与
る
こ
と
に
し
よ
う
。
祈
っ
て

い
ま
す
か
？
犠
牲
を
捧
げ
て
い
ま

す
か
？
愛
の
行
い
を
し
て
い
ま
す

か
？
（
S
）

　「
行
く
末
を
主
に
委
ね
、
主

に
寄
り
頼
め
」（
詩
編
37
・
５
）。

　
司
祭
を
目
指
し
、
日
本
へ
来

て
８
年
が
経
ち
ま
し
た
。
叙
階

の
恵
み
を
頂
く
ま
で
、
長
い
時

間
が
か
か
り

ま
し
た
。
時

間
が
か
か
っ

た
分
、
叙
階

が
本
当
に
大

き
な
恵
み
で

あ
る
と
い
う

こ
と
を
感
じ

て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
司
祭
叙
階
ま
で
の
召

命
の
道
を
歩
み
な
が
ら
、
私
自

身
が
忘
れ
な
か
っ
た
の
は
、
ま

さ
に
、
神
に
対
す
る
信
頼
で
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
神
の
前
で
は

す
。
そ
し
て
、
い
つ
も
謙
遜
で

あ
り
、
祈
る
司
祭
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
聖
霊
の

導
き
に
自
ら
を
委
ね
な
が
ら
、

イ
エ
ス
様
を
中
心
と
し
た
交
わ

り
を
大
切
に
し
、
奉
仕
し
、
広

げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　
神
様
か
ら
い
た
だ
く
司
祭

と
し
て
の
使
命
を
最
後
ま
で
忠

実
に
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
お
祈

り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
私
も
皆
様
の
上
に
主
の

恵
み
が
豊
か
に
注
が
れ
る
よ
う

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
神
に
感
謝
。 

ア
ー
メ
ン
！

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
グ
ン
助
祭

不
足
な
者
で
あ
り
、
弱
い
者
で
す

の
で
、
全
て
の
難
し
さ
を
忍
耐
し

克
服
す
る
た
め
に
は
、
神
に
対
す

る
信
頼
が
何
よ
り
も
重
要
な
事
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
神
と
の
信
頼
関
係
を
通
し

て
謙
遜
な
心
と
姿
勢
で
す
べ
て
を

委
ね
る
こ
と
は
、
司
祭
を
目
指
し

て
歩
む
た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
私

が
召
命
の
歩
み
の
中
で
感
じ
た
霊

的
な
喜
び
で
あ
り
、
司
祭
叙
階
を

受
け
る
に
あ
た
っ
て
感
じ
て
い
る

大
き
な
喜
び
で
す
。

　
ま
も
な
く
、
新
し
い
司
祭
と
し

て
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
初
心
を
忘
れ
ず
に
祈
り

と
奉
仕
の
心
を
持
っ
て
、
司
祭
職

の
務
め
を
果
た
し
て
い
き
た
い
で

司祭への道

　
２
月
７
日
、
大
阪
市
中
央
区
の
大
阪
城
ホ
ー
ル
に
て
、

ユ
ス
ト
高
山
右
近
の
列
福
式
ミ
サ
が
、
教
皇
代
理
の
ア
ン

ジ
ェ
ロ
・
ア
マ
ー
ト
枢
機
卿
（
教
皇
庁
列
聖
省
長
官
）
の

主
司
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
国
内
外
か
ら
約
１
万
人
が

集
い
、
祝
っ
た
。
　

右近の列福が宣言され、ミサが捧げられた
★ペトロ船津亮太　朗読奉仕者選任式
　2017年3月5日（日）9時　久留米教会

★ヨハネ・マリア・ミカエル　古市匡史
　　　　　　助祭・司祭候補者認定式
　2017年3月12日（日）9時　浄水通教会

選任式・認定式のお知らせ

聖香油ミサ
日　時：４月12日（受難の水曜日）15時
場　所：カテドラル大名町教会
司式者：ドミニコ宮原良治司教

◆�ミサ後、今年司祭叙階50周年と25周年を
迎える司祭のお祝いをいたします。

50周年　ルイ・ベリオン神父
25周年　中村彰神父
	 　ジュード・ピリスプッレ神父

　「
神
の
し
も
べ
、

ユ
ス
ト
高
山
右
近
を

私
（
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
）
の
使
徒
的
権

威
に
よ
っ
て
福
者
の

列
に
加
え
ま
す
。」

ア
マ
ー
ト
枢
機
卿
が

ラ
テ
ン
語
の
教
皇
書

簡
を
朗
読
し
、
右
近

の
列
福
を
宣
言
。
直

後
に
鐘
が
鳴
ら
さ

れ
、
新
し
い
福
者
の

肖
像
画
の
除
幕
が
行

わ
れ
た
。会
衆
は「
ア

レ
ル
ヤ
」
と
公
式
賛

歌
「
主
こ
そ
わ
が
光

―
祈
る
右
近
―
」
を

歌
い
喜
び
を
表
し

た
。

　
列
福
式
ミ
サ
は
、

正
午
、
鐘
が
な
り
始

ま
っ
た
。
ア
マ
ー
ト
枢
機
卿
の
ほ

か
、マ
ニ
ラ
教
区
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

の
ル
イ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
タ
グ

レ
枢
機
卿
、
駐
日
教
皇
庁
大
使

ジ
ョ
セ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大
司

教
、
日
本
の
司
教
団
、
韓
国
か
ら

６
人
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
１
人
ず
つ

計
30
人
の
司
教
と
約
３
０
０
人
の

司
祭
団
が
共
同
司
式
し
た
。
全
国

か
ら
の
公
募
で
編
成
さ
れ
た
聖
歌

隊
は
約
１
０
０
０
人
。
日
本
だ
け

で
は
な
く
世
界
の
教
会
が
右
近
の

列
福
を
共
に
祝
っ
た
。
列
福
式
は

Y
o
u
T

u
b
e

で
同
時
中
継
さ
れ

た
。（
現
在
もY

o
u
T

u
b
e

で
視

聴
で
き
る
。
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回
心
の
祈
り
、
あ
わ
れ
み
の
賛

歌
に
続
き
、列
福
の
儀
に
移
っ
た
。

岡
田
武
雄
大
司
教
（
東
京
教
区
）

が
ア
マ
ー
ト
枢
機
卿
に
対
し
、
ユ

ス
ト
高
山
右
近
の
列
福
の
請
願
を

行
っ
た
。
続
い
て
列
聖
申
請
者
の

ア
ン
ト
ン
・
ヴ
ィ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
神

父
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
が
右
近
の
略

歴
を
紹
介
。
そ
れ
に
応
え
る
か
た

ち
で
、
教
皇
代
理
で
あ
る
ア
マ
ー

ト
枢
機
卿
が
右
近
の
列
福
を
宣
言

し
た
。
宣
言
の
中
で
、
右
近
の
記

念
日
が
２
月
３
日
と
な
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
た
。
右
近
の
肖
像
画
の

除
幕
は
会
場
の
ス
ク
リ
ー
ン
上
で

行
わ
れ
た
。
引
き
続
き
、
右
近
の

聖
遺
物
を
収
め
た
顕
示
台
が
祭
壇

の
横
に
安
置
さ
れ
、
ア
マ
ー
ト
枢

機
卿
が
献
香
し
、崇
敬
を
表
し
た
。

岡
田
大
司
教
が
謝
辞
を
述
べ
、
同

大
司
教
は
ア
マ
ー
ト
枢
機
卿
と
抱

擁
し
、
列
福
を
祝
っ
た
。

　
ミ
サ
の
説
教
で
ア
マ
ー
ト
枢
機

卿
は
右
近
の
生
涯
に
触
れ
な
が

ら
、
右
近
が
深
い
祈
り
に
よ
っ
て

主
の
望
み
を
選
ん
で
歩
ん
だ
こ

と
、
日
本
文
化
の
中
で
福
音
的
な

生
き
方
を
追
求
し
た
こ
と
、
具
体

的
な
い
つ
く
し
み
の
業
に
励
ん
だ

こ
と
な
ど
を
紹
介
。「
私
た
ち
の

福
者
の
模
範
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
福
音
へ
の
信
仰
と
信
頼
へ

と
、
私
た
ち
す
べ
て
を
突
き
動
か

し
ま
す
よ
う
に
。
福
者
ユ
ス
ト
高

山
右
近
、
私
た
ち
の
た
め
に
祈
っ

て
く
だ
さ
い
」と
説
教
を
結
ん
だ
。

（
説
教
の
全
文
は
カ
ト
リ
ッ
ク
中

央
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読

む
こ
と
が
で
き
る
。）

　
共
同
祈
願
や
聖
歌
は
英
語
、
タ

ガ
ロ
グ
語
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、
ベ

ト
ナ
ム
語
、
韓
国
語
で
も
行
わ
れ

た
。

　
高
山
右
近
は
戦
国
時
代
、
今
の

大
阪
府
豊
能
町
で
生
ま
れ
、
12
歳

で
洗
礼
を
受
け
た
。
21
歳
で
高
槻

城
主
と
な
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
と
し
て
生
き
た
。
１
５
８
７

年
、
豊
臣
秀
吉
の
バ
テ
レ
ン
追
放

令
に
よ
り
、
棄
教
を
拒
ん
だ
右
近

は
大
名
の
地
位
を
失
っ
た
。
こ
の

時
、
右
近
は
博
多
に
滞
在
中
で
、

能
古
島
に
一
時
逃
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
88
年
に
は
小
西
行
長
と
と

も
に
南
肥
後
（
現
在
の
熊
本
地

方
）
に
滞
在
し
た
り
、
92
年
、
肥

前
（
現
在
の
佐
賀
地
方
）
名
護
屋

城
に
て
秀
吉
と
謁
見
し
た
り
と
、

福
岡
教
区
内
に
も
右
近
ゆ
か
り
の

地
が
あ
る
。
１
６
１
４
年
、
江
戸

幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
発
布
に

よ
り
国
外
追
放
処
分
と
な
り
、
右

近
一
家
は
長
崎
か
ら
マ
ニ
ラ
へ
。

１
６
１
５
年
、
マ
ニ
ラ
到
着
後
40

日
ほ
ど
で
熱
病
に
か
か
り
２
月
３

日
死
去
。

　
福
岡
よ
り
参
加
し
た
女
性
信
徒

は
「
日
本
人
と
し
て
誇
ら
し
く
思

う
。
私
も
神
様
の
御
旨
の
ま
ま
に

生
き
る
信
仰
を
歩
ん
で

生
き
た
い
と
思
っ
た
」

と
語
る
。
列
福
式
ミ
サ

は
「
高
山
右
近
の
よ
う

に
信
仰
を
力
強
く
あ
か

し
す
る
た
め
に
、
行
き

ま
し
ょ
う
、
主
の
平
和

の
う
ち
に
」
と
の
言
葉

で
結
ば
れ
た
。

　
２
月
９
日
、
宮
原
良
治
司
教
と

司
祭
評
議
員
が
集
ま
り
、
司
祭
評

議
会
が
司
教
館
に
て
行
わ
れ
た
。

冒
頭
、
宮
原
司
教
は
「
ユ
ス
ト
高

山
右
近
の
列
福
式
に
参
列
し
、
日

本
の
教
会
の
信
仰
に
大
い
な
る
刺

激
が
も
た
さ
れ
た
こ
と
を
感
じ

た
。
教
区
民
も
福
者
に
倣
い
な
が

ら
、
頂
い
て
い
る
使
徒
職
に
励
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
」

と
述
べ
、
司
祭
団
を
鼓
舞
し
た
。

　
今
回
の
議
題
と
し
て
下
記
の
５

つ
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
１
、
教
区
年
間
目
標
「
い
つ
く

し
み
か
ら
踏
み
出
す
第
一
歩
」
の

具
体
化
＝
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し

て
各
地
区
、
各
小
教
区
の
取
り
組

み
を
し
て
い
く
こ
と
。
目
標
を
掲

げ
、
も
う
す
で
に
歩
み
出
し
て
い

る
小
教
区
も
あ
る
。
取
り
組
み
の

中
に
、
貧
し
い
人
達
・
病
気
や
諸

事
情
で
教
会
に
来
れ
な
い
人
達
・

独
居
老
人
・
高
齢
者
・
青
少
年
・

教
会
か
ら
遠
の
い
て
い
る
人
達
・

外
国
人
信
者
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、

関
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と

の
大
切
さ
な
ど
が
話
さ
れ
た
。

　
２
、
今
年
６
月
に
行
わ
れ
る
司

祭
研
修
会
＝
福
者
ユ
ス
ト
高
山
右

近
に
つ
い
て
や
教
皇
の
使
徒
的
書

簡
『
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
・
エ
ト
・

ミ
ゼ
ラ
』（
あ
わ
れ
み
あ
る
方
と

あ
わ
れ
な
女
）
よ
り
「
新
し
い
福

音
宣
教
」
に
つ
い
て
話
を
聞
き
た

い
。
テ
ー
マ
や
講
師
に
つ
い
て
は

教
区
本
部
に
一
任
す
る
。

　
３
、
司
祭
評
議
会
規
約
の
改
定

＝
現
行
の
評
議
員
の
選
出
の
仕
方

や
任
期
に
つ
い
て
の
改
定
が
討
議

さ
れ
、
司
教
に
諮
問
さ
れ
た
。

　
４
、
司
祭
総
会
を
受
け
て
＝
年

間
行
事
予
定
の
中
で
、
ド
ミ
ニ
コ

宮
原
良
治
司
教
の
霊
名
の
祝
い
を

司
教
ご
自
身
が
自
粛
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
公
に
は
祝
わ
れ
な
い
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
邦
人
司
祭

集
会
は
一
日
の
み
と
な
る
。

　
５
、
そ
の
他
＝
美
野
島
司
牧
セ

ン
タ
ー
の
現
況
と
建
て
替
え
に
関

し
て
の
話
が
あ
り
、
お
知
ら
せ
と

募
金
を
お
願
い
し
た
い
と
の
こ

と
。
更
に
、
熊
本
地
震
の
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た
。
支

援
金
受
付
は
今
年
の
３
月
31
日
で

終
了
す
る
が
、
支
援
活
動
は
教
区

支
援
と
し
て
「
支
援
の
『
わ
』」

に
協
力
す
る
形
で
続
け
ら
れ
る
。

ま
た
、「
貧
し
い
共
働
体
」
か
ら

お
知
ら
せ
が
紹
介
さ
れ
た
。

高山右近像（画・三牧樺ず子）

日　時：３月20日（月・祝）　11時から

場　所：カテドラル大名町教会

受階者：ペトロ　キム・ジョングン助祭

司式者：ドミニコ宮原良治司教

☆公共交通機関でお越しください

司  祭  叙  階  式 神
の
し
も
べ
、高
山
右
近
列
福
式

大
阪
城
ホ
ー
ル
に
一
万
人
集
う

教
区
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

司
祭
評
議
会
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カトリック御受難修道会・福岡黙想の家

ヴィノ デ ミサ

ご用命　お問い合せは

スイートタイプ （赤）（白）

〒815-0082　福岡市南区大楠2丁目4番8号

互助会制度もご利用できます。

811-4155  宗像市名残1056-1　Tel 0940-32-3222（9:30～16:30）
Fax 0940-32-3385　E-メール　f-mokuso@fmokusou.com

◆黙想会の申込締切は開催の一週間前まで　◆詳細はお問合せください
◆ 3 月の月例黙想会も募集中です

【奉献生活者のための黙想会】

期　日：①5月8日（月）17時半～15日（月）9時　②6月18日（日）17時半～27日（火）9時
③7月3日（月）17時半～10日（月）9時

指導者：①②来住英俊 神父（御受難修道会）　③染野治雄 神父（御受難修道会）
費　用：65,000円（税込 ・宿泊・食事・ 指導料含む）

訃
　
報

熊本地震被災地支援

　
１
９
２
６
年
生
ま
れ
。
58
年
に

初
誓
願
、
63
年
に
終
生
誓
願
。
１

月
28
日
に
帰
天
。
享
年
90
歳
。

渡
邉
千
枝
子
修
道
女

（
シ
ョ
フ
ァ
イ
ユ
の

幼
き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
）

　
１
９
２
６
年
生
ま
れ
。
２
月
２

日
に
帰
天
。
享
年
90
歳
。

　
教
区
信
徒
使
徒
職
協
議
会
主

催
、
社
会
福
音
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

福
岡
の
企
画
・
運
営
の
研
修
会
が

昨
年
に
続
き
、
２
月
11
日
（
土
）

に
カ
テ
ド
ラ
ル
大
名
町
教
会
で
行

わ
れ
た
。
降
雪
に
も
か
か
わ
ら
ず

約
２
０
０
人
が
集
っ
た
。

　
午
前
中
は
Sr.
マ
リ
ア
・
コ
ラ
レ

ス
の
基
調
講
演
に
耳
を
傾
け
た
。

「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
社
会
を

め
ざ
し
て
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
集

会
の
基
調
講
演
で
「
に
し
な
り
」

の
シ
ス
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
マ

リ
ア
・
コ
ラ
レ
ス
（
聖
母
被
昇
天

修
道
会
）
は
大
阪
の
釜
ヶ
崎
の
野

宿
者
や
日
雇
労
働
者
の
支

援
、
滞
在
外
国
人
の
人
権

擁
護
な
ど
に
長
年
奔
走
さ

れ
、
そ
の
体
験
と
出
会
い

か
ら
、「
福
音
を
説
明
す

る
の
で
は
な
く
、
人
々
の

中
に
あ
る
福
音
を
生
き
る

大
切
さ
」
を
時
に
聖
書
を

開
き
熱
く
語
っ
た
。

　
午
後
は
「
憲
法
」、「
玄

海
原
発
」、「
障
害
者
」、「
子

ど
も
の
貧
困
」、「
死
刑
廃

止
」、「
外
国
籍
・
移
住
労

働
者
」、「
Sr.
マ
リ
ア
・
コ

ラ
レ
ス
を
囲
ん
で
」
の
７

つ
の
分
科
会
で
学
び
と
分
か
ち
合

い
の
時
を
持
っ
た
。

　
そ
の
後
、
青
木
悟
神
父
と
参
加

司
祭
の
共
同
司
式
で
ミ
サ
が
行
わ

れ
た
。説
教
で
森
山
信
三
神
父（
久

留
米
教
会
）は
、「
洗
礼
に
よ
り
神
、

イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
と
契
約
を

交
わ
し
た
私
た
ち
は
神
を
よ
く
知

り
、
ま
た
、
病
人
、
貧
し
い
、
社

会
的
に
小
さ
く
さ
れ
た
人
を
も
愛

さ
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
よ

う
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ミ
サ
と
祈
り
が
大
切
。
そ
の
中
か

ら
日
々
を
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

よ
う
に
生
き
る
た
め
の
糧
と
し
て

汲
み
取
る
の
で
あ
る
。
聖
書
に
あ

る
よ
う
に
、
神
が
ア
ダ
ム
に
『
あ

な
た
は
ど
こ
に
い
る
の
か
？
』、

イ
ブ
に
『
あ
な
た
は
何
を
し
た
の

か
？
』
と
問
わ
れ
た
よ
う
に
、『
平

和
（
シ
ャ
ロ
ー
ム
）
実
現
の
た
め

に
、
私
が
愛
す
る
小
さ
く
さ
れ
た

人
の
近
く
に
い
た
の
か
？
何
を
し

て
く
れ
た
の
か
？
』
と
審
判
の
日

に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
今
も
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
よ
う
に
生
き
よ
う
」
と

話
し
た
。
共
同
祈
願
は
各
分
科
会

担
当
者
の
各
々
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
聖
体
拝
領
後
に
教
区
信
徒
使
徒

職
協
議
会
会
長
の
稲
葉
人
志
氏

（
鳥
栖
教
会
）
が
、「
こ
の
集
い
が

本
年
の
教
区
目
標
の
『
い
つ
く
し

み
か
ら
踏
み
出
す
第
一
歩
』
の
ひ

と
つ
の
歩
み
と
な
り
ま
す
よ
う
に

願
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
参
加
・

協
力
へ
の
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

　教皇フランシスコは、全世界の司教団に向けて「性

虐待被害者のための祈りと償いの日」を設けるよう

に通達、日本ではこの日を「四旬節・第二金曜日」

とすることが決定された。

　第 1 回目は 2017 年 3 月 17 日（金）となる。宮原

良治司教は各小教区やグループ、個人で祈りを捧げ

てほしいと呼びかけている。

　日本カトリック司教団は、臨時司教総会の中で

2016 年 12 月 14 日、「性虐待被害者のための祈りと

償いの日」の設定にあたってのメッセージを発表し

ている。（メッセージはカトリック中央協議会のホー

ムページで読むことができる。）また、日本カトリッ

ク司教団は定例司教総会中の２月 21 日に全員心を

合わせてそのためのミサ聖祭を捧げた。

た
。
最
後
に
司
祭
団
の
派
遣
の
祝

福
を
受
け
て
集
い
を
終
え
た
。

（
報
告
＝
野
見
山
素
直
）

加
藤
正
子
修
道
女

（
幼
き
イ
エ
ス
会
）

（ 

）
内
は
前
任
地
な
ど

　
順
不
同

【
２
０
１
７
年
２
月
６
日
付

　

２
月
12
日
着
任
】

◆
中
村
信
哉
師（
唐
津
教
会
主
任
）

呼
子
教
会
管
理
者
兼
任

◆
ア
ル
ビ
ン
・
ド
ゥ
ゴ
シ
ュ
師（
馬

渡
島
教
会
主
任
）
松
島
巡
回
教
会

協
働
兼
任

〈
教
区
外
へ
〉

◆
堤
好
治
師
〔
長
崎
教
区
〕（
呼

子
教
会
主
任
）

【
２
０
１
７
年
２
月
21
日
付

　

４
月
２
日
着
任
】

◆
森
山
信
三
師
（
久
留
米
教
会
主

任
）
福
岡
コ
レ
ジ
オ
院
長

◆
宮
崎
保
司
師
〔
神
言
修
道
会
〕

（
教
区
外
）
久
留
米
教
会
主
任

◆
井
手
公
平
師
（
大
牟
田
教
会
主

任
）
行
橋
教
会
主
任

◆
田
中
重
治
師（
大
楠
教
会
主
任
、

高
宮
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
園
長
）

大
牟
田
教
会
主
任
、
天
使
幼
稚
園

園
長

◆
谷
口
尚
志
師
（
福
岡
コ
レ
ジ
オ

副
院
長
）
大
楠
教
会
主
任
、
高
宮

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
園
長

◆
ダ
ニ
ロ
・
マ
ル
ケ
ッ
ト
師
〔
聖

ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
〕（
サ
バ
テ
ィ

カ
ル
）
帯
山
教
会
主
任

◆
レ
ナ
ト
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ニ
師

〔
聖
ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
〕（
教
区
外
）

玉
名
・
荒
尾
教
会
主
任

◆
江
夏
国
彦
師
〔
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
〕（
教
区
外
）
戸
畑
・
若
松
教

会
主
任
、
戸
畑
天
使
園
園
長

◆
イ
・
ス
ン
ヒ
ョ
ン
師
（
小
倉
・

門
司
教
会
協
働
）
大
江
・
崎
津
・

本
渡
教
会
協
働

◆
イ
ム
・
ド
ン
ビ
ン
師
〔
コ
ン
ベ

ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道

会
〕（
大
名
町
教
会
協
力
、
西
新

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
実
習
）小
倉
・

門
司
教
会
協
働

◆
シ
ン
・
カ
ン
ス
師
〔
ソ
ウ
ル
教

区
〕（
教
区
外
）
大
名
町
教
会
協

働◆
マ
イ
ケ
ル
・
ヒ
ル
デ
ン
師
〔
聖

ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
修
道
会
〕（
教
区

外
）
笹
丘
教
会
協
働
、
笹
丘
カ
ト

リ
ッ
ク
幼
稚
園
園
長

◆
東
研
師〔
聖
ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
〕

（
教
区
外
）
島
崎
教
会
協
力

〈
引
退
〉

◆
ル
イ
・
ベ
リ
オ
ン
師
〔
パ
リ
外

国
宣
教
会
〕（
行
橋
教
会
主
任
）

〈
教
区
外
へ
〉

◆
今
田
昌
樹
師
〔
聖
ア
ウ
グ
ス
チ

ノ
修
道
会
〕（
笹
丘
教
会
協
働
、

笹
丘
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
園
長
）

◆
山
村
憲
一
師
〔
長
崎
教
区
〕（
福

岡
コ
レ
ジ
オ
院
長
）

◆
中
尾
直
通
師
〔
長
崎
教
区
〕（
伊

万
里
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
付
）

◆
オ
デ
ィ
ロ
ン
金
一
師
〔
神
言
修

道
会
〕（
戸
畑
・
若
松
教
会
主
任
）

◆
オ
ロ
ッ
コ
・
フ
ェ
リ
ペ
・
デ 

ヘ
ス
ス
・
ロ
ペ
ス
師
〔
聖
ザ
ベ
リ

オ
宣
教
会
〕（
玉
名
・
荒
尾
教
会

主
任
）

◆
ロ
ッ
コ
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ノ
師〔
聖

ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
〕（
真
命
山
・

諸
宗
教
対
話
セ
ン
タ
ー
副
院
長
）

◆
百
村
等
師〔
聖
パ
ウ
ロ
修
道
会
〕

（
福
岡
修
道
院
）

　
２
月
７
日
、
大
阪
に
て
、
ユ
ス

ト
高
山
右
近
が
福
者
の
列
に
加
え

ら
れ
た
（
１
面
参
照
）。
こ
れ
に

感
謝
を
捧
げ
る
ミ
サ
が
、
カ
テ
ド

ラ
ル
大
名
町
教
会
に
て
、
２
月
14

日
に
行
わ
れ
た
。
宮
原
良
治
司
教

が
主
司
式
で
15
人
の
司
祭
が
共
同

司
式
し
、約
１
２
０
人
が
集
っ
た
。

　
宮
原
司
教
は
ミ
サ
の
初
め
に
、

「
高
山
右
近
は
日
本
の
教
会
に
、

神
さ
ま
か
ら
与
え
ら
れ
た
大
き
な

宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
信

徒
の
使
徒
職
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
模
範

を
私
た
ち
に
示
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、

こ
の
現
代
社
会
の
中
で
、
ま

た
家
庭
の
中
で
信
徒
使
徒
職

の
模
範
と
な
る
よ
う
な
人
が

生
ま
れ
る
よ
う
、
福
者
右
近

の
取
次
ぎ
を
願
い
な
が
ら
ミ

サ
を
捧
げ
る
よ
う
会
衆
を
招

い
た
。

　
説
教
で
は
、
１
人
の
信
徒

と
し
て
、
神
に
忠
誠
を
誓
っ

て
生
き
た
右
近
の
姿
を
紹

介
。
家
庭
人
と
し
て
、
社
会

人
と
し
て
生
き
る
現
代
の
信

徒
も
右
近
を
模
範
と
し
「
社
会
の

中
に
恐
れ
な
い
で
切
り
込
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
信
者
ら
を
励

ま
し
た
。
ま
た
、
右
近
と
同
時
代

を
生
き
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
た
ち

の
絆
を
例
に
と
っ
て
、
信
仰
を
生

き
て
い
く
に
は
、
神
と
の
個
人
的

な
関
係
の
深
ま
り
と
共
に
、
仲
間

と
の
連
帯
・
団
結
が
不
可
欠
で
あ

る
と
説
い
た
。

　
感
謝
ミ
サ
に
参
加
し
た
信
徒

は
、「
右
近
は
置
か
れ
た
境
遇
か

ら
逃
げ
ず
に
、
そ
こ
に
神
か
ら
の

使
命
が
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て

い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
神
の
選
び
を
し
て
い
っ
た
。

私
も
信
徒
と
し
て
そ
の
よ
う
に
歩

ん
で
い
け
る
よ
う
、
右
近
の
取
次

ぎ
を
願
い
た
い
で
す
」と
語
っ
た
。

　「
あ
り
が
と
う
神
さ
ま
、
た
く

さ
ん
の
お
恵
み
を
。
あ
り
が
と
う

神
さ
ま
、
た
く
さ
ん
の
喜
び
を
」

と
の
閉
祭
の
歌
を
も
っ
て
、
会
衆

は
派
遣
さ
れ
た
。

分科会の様子

　2016 年 4 月 14 日・16 日の熊本地震発生以来、国

内外の教区、教会、団体、個人から物心両面の多くの

支援が寄せられてきた。地震直後からカトリック福

岡司教区が受け付けていた熊本地震支援金の受付を

2017年3月31日をもって終了することが決定された。

　 寄 せ ら れ た 支 援 金 は 2017 年 1 月 31 日 現 在 で

184,796,786 円となっている。その中から被災教会へ

の支援として 36,461,016 円、被災信徒への義援金と

して 66,158,146 円、被災した学校・施設への支援と

して 33,011,232 円が支出された。今後の予定として、

被災教会・施設の修復のために約 3 千万円が計上され

ている。残りの約 2 千万円については、今後も現地の

要請を受け止めて対応していく。

　被災地のことは、時間の経過とともに次第に風化し

ていく感があるが、未だに地震発生直後のままで片付

けも出来ない被災者も大勢いる。カリタス福岡・熊本

支援センターは施設としては 2016 年 9 月末をもって

閉鎖したが、支援活動は教区支援として「支援の『わ』」

に協力する形で続けられることになった。詳細につい

ては各小教区に文書とチラシが配布されている。

カテドラル大名町教会で捧げられた感謝ミサ

基調講演を行う Sr. マリア・コラレス

福
岡
教
区
人
事
異
動

人
々
の
中
に

　
　
　

あ
る
福
音

現
代
を
生
き
る

�

信
徒
の
模
範

性虐待被害者のための祈りと償いの日

３月末をもって支援金受付終了
福
音
と
平
和

の
集
い

高
山
右
近
列
福

感
謝
ミ
サ



総合建築業
・一般住宅（新築・改築工事）
・鉄骨工事　　　・ＲＣ工事

建築の事なら何でもお気軽にご相談ください

有限
会社 森山工務店

ヨゼフ　森山新太郎

福岡市早良区四箇1丁目15番28号
☎（092）811−7265

福岡プライマリケア訪問看護ステーション

自宅で療養されている方、在宅で看取りたい
方 ､ 精神障害の方など ､ 病気について、介護
方法について専門的指導や援助が必要な方は
ご相談ください ｡
費用は医療 ､ 介護保険でのご利用になります。

春日市天神山 7-91　TEL&FAX 092-517-6313
福岡プライマリケア株式会社　代表 : エリザベト熊谷
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☆
高
山
右
近
ー
歴
史
・
人
物
ガ
イ

ド
ー　

そ
の
霊
性
を
た
ど
る
旅

　
血
で
血
を
洗
う
よ
う
な
戦
国
時

代
、
生
涯
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
を

貫
き
晩
年
は
国
外
追
放
さ
れ
た
ひ

と
り
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
、
高
山

右
近
。
そ
の
人
生
と
信
仰
の
歩
み

を
た
ど
る
旅
に
、
ご
一
緒
に
出
か

け
ま
せ
ん
か
。
ゆ
か
り
の
地
の
写

真
等
満
載
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
発
行

価
格
１
０
０
０
円
＋
税

◇
　
◇

　
◇

☆
使
徒
的
書
簡　

あ
わ
れ
み
あ
る

か
た
と
、
あ
わ
れ
な
女　

　
い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年
の
閉

幕
に
あ
た
り
公
布
さ
れ
た
使
徒
的

書
簡
。聖
年
が
閉
じ
ら
れ
た
今
も
、

「
あ
ら
ゆ
る
他
者
に
い
つ
く
し
み

を
も
た
ら
す
者
で
あ
る
よ
う
に
」

と
の
招
き
に
こ
た
え
て
い
く
よ
う

促
す
。
い
つ
く
し
み
か
ら
踏
み
出

す
一
歩
を
。

�

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
発
行

�

税
込
価
格
１
３
５
円

　教皇フランシスコは「教会は現場の病院のようにならなければなら

ない」と繰り返し述べ、教会が傷を癒す場所であることを望んでいる。

福岡教区にあって美野島司牧センター（福岡市博多区）は貧しい人、

苦しんでいる人々と共に歩み支える活動拠点となってきた。開設され

23 年。ホームレス支援、外国籍住民の支援、薬物依存者支援などの活

動が行われている。

　美野島司牧センターは建築されてから 60 年以上が経ち、建物の老

朽化が激しくなったため、福岡教区はセンターの建替えを決定した。

2017 年 3 月～12 月の予定で建替え工事が行われる。

　建替えにあたり、福岡教区長の宮原良治司教は各小教区に手紙を送

り、美野島司牧センターの活動を教区民一丸となって支えてほしいと

献金と祈りによる協力を呼びかけている。

　美野島司牧センターの活動の詳細は各小教区に配布されている「美

野島司牧センターニュース No.23」（2016 年 12 月発行）に紹介されて

いる。また、センターのホームページ www.pastorama.com で見ること

ができる。

美野島司牧センター建設募金送付先

　郵便振替：０１７６０－６－２０７２９

　加入者名：カトリック福岡司教区

　★通信欄に「美野島司牧センター建設募金」とお書きください

活動・支援に関する問合せ先：

　美野島司牧センター　☎０９２・４３１・１４１９

　「
も
し
あ
な
た
が
、
今
晩
か
ら

家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
、
外
で

過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

た
ら
。
私
た
ち
の
人
生
に
そ
ん
な

こ
と
が
起
こ
る
な
ど
、
想
像
も
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
真
面
目
に
生

き
て
い
て
も
、
そ
う
い
う
境
遇
に

置
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。」

　
ス
ー
プ
の
会
の
活
動

は
、
路
上
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
に
寄
り
添
う
た
め
、

１
９
８
０
年
代
の
半
ば
、

世
の
中
が
バ
ブ
ル
景
気

に
踊
っ
て
い
た
頃
に
大

名
町
教
会
で
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
美
野
島
司
牧
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
と
す
る

「
N
P
O
法
人
福
岡
お
に

ぎ
り
の
会
」
と
協
働
し
な

が
ら
、
毎
年
２
月
と
３

月
の
６
回
の
金
曜
日
に

炊
き
出
し
と
夜
回
り
を

担
っ
て
い
る
。

　
昼
の
豚
汁
・
ゆ
で
た
ま

ご
作
り
は
、
主
に
福
岡
地
区
の
女

性
の
会
の
方
が
笑
顔
で
行
っ
て
い

る
。
夜
間
の
配
布
パ
ト
ロ
ー
ル
に

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
る
。
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
信
徒
、
仏
教

徒
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
学
生
、
福

祉
関
係
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
知
り
参
加
し
た
と
い
う
人
。
凍

え
る
方
々
に
温
か
い
も
の
を
届
け

た
い
と
い
う
同
じ
思
い
で
、
皆
心

を
合
わ
せ
て
働
い
て
い
る
。ま
た
、

協
働
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
お
に
ぎ

り
の
会
」
は
、
通
年
毎
月
第
１
金

曜
日
に
、
炊
き
出
し
・
夜
回
り
を

続
け
て
い
る
が
、
今
年
は
拠
点
で

あ
る
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
の
た
め
、
11
月
ま
で
は
大

名
町
教
会
で
行
う
こ
と
に
し
て
い

る
。
ス
ー
プ
の
会
も
こ
れ
を
助
け

る
形
で
活
動
し
て
い
く
。
皆
さ
ん

の
参
加
・
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

（
報
告
＝
前
田
由
樹
）

　
２
月
18
日
、
福
岡
地
区
女
性
の

会
は
大
名
町
教
会
に
お
い
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
交
流
会
を
開
催
し
た

（
同
会
は
「
栄
光
病
院
・
篠
栗
荘
・

富
の
里
」
の
３
施
設
で
奉
仕
活
動

を
行
っ
て
い
る
）。
交
流
会
で
は
、

奉
仕
活
動
に
同
行
し
て
い
た
だ
い

た
ベ
ル
ナ
ル
ド
神
父
（
吉
塚
教
会

主
任
）
の
話
に
う
な
ず
き
な
が
ら

も
大
笑
い
し
、
ス
ー
プ
の
会
の
代

表
飛
永
薫
氏
の
美
野
島
司
牧
セ
ン

タ
ー
の
活
動
紹
介
に
真
剣
に
聞
き

入
っ
た
。

　
施
設
で
の
活
動
報
告
を
し
た

一
人
は
、「
病
院
で
の
奉
仕
で
ビ

ニ
ー
ル
袋
た
た
み
や
お
茶
の
葉
を

テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
に
入
れ
る
作
業

に
、
ま
る
で
流
れ
作
業
の
仕
事
の

よ
う
に
感
じ
悩
み
ま
し
た
。
そ
れ

は
相
手
の
方
の
顔
が
見
え
な
い
奉

仕
の
た
め
な
の
か
、
奉
仕
と
い
う

形
に
自
己
満
足
の
何
か
を
求
め
て

い
る
か
ら
な
の
か
、
と
深
く
考
え

ま
し
た
。
後
に
、
奉
仕
の
先
に
入

院
さ
れ
て
い
る
一
人
ひ
と
り
の
顔

が
浮
か
び
、
あ
り
が
と
う
の
言
葉

は
私
達
か
ら
病
院
の
方
々
へ
送
る

も
の
だ
と
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　
午
後
か
ら
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
の
後
、
ミ
サ
が
行
わ
れ
、
担
当

司
祭
の
オ
チ
ョ
ア
神
父
（
イ
エ
ズ

ス
会
）
は
説
教
で
、「
私
達
の
働

き
が
召
命
を
生
き
る
こ
と
に
な

る
」
と
参
加
者
を
励
ま
し
た
。

（
報
告
＝
角
田
茂
子
）

　『
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
』
典

礼
刷
新
後
の
典
礼
聖
歌
を
学
ぶ
た

め
に
こ
の
会
は
始
ま
っ
た
。
年
に

３
回
の
研
修
会
に
は
福
岡
教
区
各

地
区
か
ら
典
礼
担
当
者
、
聖
歌
・

典
礼
に
関
心
あ
る
方
々
が
集
ま
っ

て
い
る
。

　
今
回
、
２
月
４
日
（
土
）、
こ

の
研
修
会
発
祥
の
地
で
あ
る
大
楠

教
会
で
、
25
周
年
記
念
一
日
研
修

会
が
行
な
わ
れ
た
。
熊
本
震
災

後
、
参
加
の
途
絶
え
て
い
た
熊
本

地
区
、
今
回
山
鹿
教
会
と
菊
池
教

会
か
ら
の
参
加
は
大
き
な
喜
び
と

な
っ
た
。

　
こ
の
日
は
「
四
旬
節
・
聖
週
間
・

復
活
節
」
の
典
礼
聖
歌
は
勿
論
の

こ
と
、
教
会
・
典
礼
の
歴
史
、
神

の
こ
と
ば
の
豊
か
さ
、
ミ
サ
の
大

切
さ
が
教
授
さ
れ
た
。
歌
が
祈
り

と
な
る
よ
う
に
導
か
れ
、
い
つ
も

の
よ
う
に
希
望
に
満
た
さ
れ
、
一

同
、
神
に
向
か
う
民
と
な
っ
た
。

　
研
修
会
後
、
研
修
会
設
立
当
初

か
ら
25
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
指

導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
深
堀
純

氏
（
大
名
町
教
会
信
徒
）
に
感
謝

の
気
持
ち
と
し
て
花
束
、
祝
福
の

し
る
し
と
さ
れ
る
オ
リ
ー
ブ
の
枝

の
冠
、
シ
ス
タ
ー
手
作
り
の
メ
ダ

イ
が
贈
ら
れ
た
。

　
時
代
と
教
会
に
思
い
を
馳
せ
、

教
わ
り
、
励
ま
さ
れ
る
こ
と
の
多

い
こ
の
研
修
の
場
が
、
い
つ
ま
で

も
続
く
よ
う
強
く
願
っ
た
節
目
の

一
日
で
も
あ
っ
た
。

（
報
告
＝
松
山
敦
子
）

　
福
岡
地
区
青
年
会
主
催
の
青

年
の
為
の
黙
想
会
が
２
月
18
日

（
土
）、19
日
（
日
）
の
一
泊
二
日
、

古
賀
教
会
で
行
わ
れ
た
。
約
15
人

の
青
年
、修
道
者
、神
学
生
が
集
っ

た
。
夕
食
時
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

の
技
能
実
習
生
や
日
本
福
音
ル
ー

テ
ル
教
会
の
青
年
も
加
わ
り
30
人

ほ
ど
に
な
っ
た
。

　
　
今
回
指
導
に
あ
た
っ
た
の
は

ジ
ュ
ー
ド
・
ピ
リ
ス
プ
ッ
レ
神

父
（
オ
ブ
レ
ー
ト
会
・
古
賀
教

会
主
任
）と
森
山
信
三
神
父（
久

留
米
教
会
主
任
）。「
ゆ
る
し
」

を
テ
ー
マ
に
講
話
を
行
っ
た
。

　
ジ
ュ
ー
ド
神
父
は
、ま
ず「
自

分
を
深
め
る
」
こ
と
を
手
助
け

す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
利
用
し

て
黙
想
会
を
ス
タ
ー
ト
。ま
た
、

他
者
や
神
と
の
関
係
を
見
つ
め

な
が
ら
、「
ゆ
る
し
」
に
つ
い

て
説
い
た
。「
罪
と
は
何
で
す

か
？
」「
ど
う
し
て
私
に
は
ゆ

る
し
が
必
要
で
す
か
？
」
に
関

す
る
解
説
が
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

を
用
い
て
行
わ
れ
た
。

　
森
山
神
父
は
「
神
さ
ま
が
あ
な

た
の
も
と
に
留
ま
り
た
い
と
望
ん

で
い
る
」
と
話
し
、「
私
た
ち
の

生
涯
は
ゆ
る
さ
れ
て
い
る
者
で
あ

る
こ
と
を
絶
え
ず
体
験
し
て
い
く

課
程
」
で
あ
る
と
語
っ
た
。

　
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
分
か

ち
合
い
で
は
、
青
年
た
ち
の
様
々

な
思
い
が
分
か
ち
合
わ
れ
た
。「
人

と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
け
ど
、
自

信
や
勇
気
が
も
て
な
い
。
で
も
、

努
力
し
て
い
き
た
い
」「
神
さ
ま

か
ら
の
ゆ
る
し
が
先
に
あ
る
と
い

う
こ
と
が
新
鮮
だ
っ
た
」「
ゆ
る

し
に
つ
い
て
、
ま
だ
モ
ヤ
モ
ヤ
す

る
感
じ
が
残
る
け
れ
ど
も
、
日
々

の
生
活
の
中
で
振
り
返
り
な
が
ら

深
め
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
。

　
夜
に
は
テ
ゼ
の
祈
り
が
行
わ

れ
、
共
に
主
を
賛
美
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
黙
想
を
深
め
た
。

炊き出しと夜回りの様子

グループに分かれて分かち合う青年たち

福岡教区　美野島司牧センター

建替えの資金協力呼びかける

典
礼
聖
歌
研
修
会

25
周
年

神
の
こ
と
ば
の

�

豊
か
さ

凍
え
る
方
々
に

�

温
か
い
も
の
を

ス
ー
プ
の
会

「
ゆ
る
し
」
を

�

テ
ー
マ
に
集
う

福
岡
地
区

青
年
黙
想
会

一
人
ひ
と
り
の

　

顔
が
浮
か
ぶ
奉
仕

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

交
流
会
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編
集
後
記

案　内　板　　会合と催し ３月のこよみ

福岡教区広報室アドレス
http://fukuoka.catholic.jp
E-mail:cdf-kouhou@nifty.com

いつくしみから
踏み出す第一歩年間目標

カテドラルでのゆるしの秘跡
　日　時：3月4日、25日、4月8日
　　　　　10時～11時45分
　場　所：カトリック大名町教会小聖堂

※祈りの集い

年間テーマ：山上の教え

日　　　時：3月9日（木）10時～15時

内　　　容：柔和な人々は、幸せである…　マタイ5・4

指　導　者：ロッコ神父（真命山副院長）

問合わせ先：真命山諸宗教対話・霊性交流センター

次　　　回：4月20日（木）悲しむ人々は…　マタイ5・5

☎0968・85・3100　　 0968・85・3186

玉名郡和水町蜻浦1391-7・E-mail  shinmeizan@gmail.com 

真命山諸宗教対話・霊性交流センター

  4日（土）　ロザリオの会〈黙想と祈り〉10時～15時（指導：内山神父）
11日（土）～12日（日）　月例黙想会（募集中）

27日（月）～30日（木）　九州説教セミナー（空室あり）
【4月】
  1日（土）　ロザリオの会〈黙想と祈り〉10時～15時（指導：内山神父）
  3日（月）～  7日（金）　オブレート会（空室０）
  8日（土）～  9日（日）　月例黙想会（募集中）
※ただいま、ホームページ休止中です。
　直接お電話またはメールでお問合せください。

＊宗像市名残1056-1　☎ 0940・32・3222   0940・32・3385
  　　　　 Email: f-mokuso@fmokuso.com

福岡黙想の家ご案内　３月   1日（水）	 灰の水曜日（大斎・小斎）　四旬節愛の献金
  2日（木）	 （学法）幼稚園理事会
  3日（金）	 初金ミサ・サーリスの集い
  4日（土）	 †E.グリフィン（2014年 手取教会）
  5日（日）	 四旬節第１主日
	 船津神学生朗読奉仕者選任式（久留米教会）
  6日（月）	 聖ヨゼフ幼稚園起工式
  7日（火）	 司教顧問会　（宗法）幼稚園園長会
	 †ミカエル平田寛（2002年 門司教会）
  9日（木）	 常任司教委員会　†W.カリー（2012年 手取教会）
11日（土）	 大槌ベース・震災追悼ミサ
	 †L.グリッフィス（2013年 菊池教会）
12日（日）	 四旬節第２主日　レジオマリエ・アチエス ミサ
	 古市神学生助祭司祭候補者認定式（浄水通教会）
13日（月）	 †M.ラバルタ（2015年 天神町教会）
16日（木）	 教会行政法制委員会
17日（金）	 久留米信愛女学院短期大学卒業式
	 性虐待被害者のための祈りと償いの日
19日（日）	 四旬節第３主日
20日（月）	 聖ヨセフ　　キム・ジョングン助祭 司祭叙階式
25日（土）	 神のお告げ
26日（日）	 四旬節第４主日
30日（木）	 †V.チェリッザ（2005年 唐津教会）
31日（金）	 （宗法）カトリック幼稚園新任教職員辞令交付式、研修会

【4月】
  1日（土）	 †J.クレハン（2008年 荒尾教会）
  2日（日）	 四旬節第５主日
  3日（月）	 †A.アレグリーニ（2006年 ロザリオの園）
  4日（火）	 †ペトロ黒川博（2002年 大牟田教会）
  6日（木）	 常任司教委員会
  7日（金）	 初金ミサ・サーリスの集い
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美野島司牧センターより

2017 スープの会
ホームレス支援　越冬炊き出し

【調理ボランティア】

14 時～大名町教会　1 階厨房
【配布ボランティア】

20時集合　大名町教会1 階講堂
【献品】

防寒着・毛布・靴下・カイロ・ラッ

プ・アルミホイル・葛根湯風邪薬
【問合せ】

飛永薫  ☎080･4317･4152

みなさん、ご参加ください。献品・献金もお願いします。
2月から 3月の３週目まで毎金曜日（3月2週目休み）

カトリック中央協議会のホームページがリニューア
ルされました。

https://www.cbcj.catholic.jp/
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つ
が
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た
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で
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た
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も

ら
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た
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と
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げ
に
話
す
子
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も
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に

入
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く
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体
も
心
も
大
き
く

豊
か
に
さ
れ
て
別
の
場
所
に
移
っ

て
い
く
人
達
み
ん
な
に
神
様
の
導

き
と
照
ら
し
を
、
そ
し
て
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望
と
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気
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願
い
た
い
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日
に
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！

痛みの相談室

いくま整骨院
受
付
時
間

平日：  9:30 ～ 12:00
　　　14:30 ～ 20:00
土曜：  9:30 ～ 15:00
休診：日曜・祝祭日

福岡市西区姪浜駅南１-7-12- ２F
℡ 092-884-0134
ペトロ 生熊公吉

美野島司牧センターの解体・建替え（2017 年 3 月～
12 月予定）に伴い、下記の通りお知らせ申し上げます。

★美野島司牧センター事務所移転
　2017 年 3 月より教区本部事務局 2 階（福岡市中央
区浄水通）に移転します。電話番号・FAX 番号に変
更はありません。
　TEL 092・431・1419 / FAX 092・431・5709

★スペイン語のミサ（日曜日）の場所・時間の変更
	 場所：浄水通教会　時間：14 時より

★�センター長のマルセル神父は「司祭の家」（福岡市
中央区浄水通）に居住

★�建替えに伴い、保管場所がなくなりますので、援
助物資の受入れを一時中断させて頂きます。再開
の際には改めてお知らせします。

皆様のご支援とご協力に感謝いたします。
（本紙３面に関連記事）

カテドラル大名町教会より

大名町教会は現在、外壁改修工事のため駐車場・出
入口共に狭くなり駐車できません。お越しの際は、
公共交通機関をご利用ください。

また、美野島司牧センターの建替えに伴い、4月から11
月の第1金曜日には、大名町教会においてNPO 福岡
おにぎりの会と協働で炊き出しを行います。

忘れていませんか？
「福島の今、6年目の現実」

日　時：3 月 18 日（土）13 時～15 時 30 分
場　所：カトリック大名町教会　1 階講堂
講　師：Sr. 畠中千秋
　　　　　　（聖心会・カリタス南相馬ベース長）
主　催：福岡教区震災被災者支援室内
　　　　福島家族支援実行委員会「博多にきんしゃ～い」
問合せ：目良 ☎０８０・８３９２・７３９４
★�11 時半からバザー・喫茶コーナーも開催されて

います。

講演会

2017 年福岡教区第 52回クルシリヨ

テーマ：私たちカトリック信徒の使命とは
日　時：5 月 4 日（木）10 時～6 日（土）15 時
場　所：福岡黙想の家（宗像市名残 1056-1）
参加費：16,000円（全宿泊費、食費含む）
問合せ：徳永哲　TEL / FAX 093・592・0316


